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前提知識: わからなければ教科書で調べること 

   運動の分解、位置(ベクトル)、速度(ベクトル)、加速度(ベクトル)、運動の法則、単振動、振動数、円運動、

角速度、回転数、周期、回転角 

 

問題問題問題問題 1. x軸上を運動する物体 A の時刻 t [s]における原点からの距離 x[m]がつぎのように表される

時、 x(t) = 2t2 – 3t +8 

(1) 時刻 1sにおける A の位置を求めよ。 

 

 

(2) 時刻 1sにおける A の速度を求めよ。 

 

 

(3) 時刻 1 sにおける A の加速度を求めよ。 

 

 

 

問題問題問題問題 2.  x軸上を運動する物体 A の任意の時刻 t [s] における

速度 v[m/s]が右のグラフのように表されるとする。A は時刻 0

で原点 Oにあったとして、以下の問に答えよ。 

(1) 時刻 0から 6.0 s 間の A の加速度を求めよ。 

    -0.5 m/s2 

 

(2) 時刻 t [s] (t ≧0)における A の速度を、tを用いて表わせ。 

 

 

 

(3) 時刻 4.0s と時刻 6.0 s における物体 A の位置をそれぞれ求めよ。 

 

 

 

(4) 時刻 0から 6.0 s 間の A の位置を右のグラフ

に書け。 

(5) 時刻 0から 6.0 s 間の移動距離を求めよ。 

 

。 

 

 

 

x(t)= -t2/4.0 + 2.0t  0-- -9+12=3  at  



問題問題問題問題 3. なめらかな水平面上に静止している質量 m[kg]の小物体 A に、一定の大きさ F[N]の力を加

え続けて運動させた。必要ならば重力加速度の大きさを g[m/s2]とせよ。 

(1) Aに生じた加速度の大きさを求めよ。 

 

(2)力を加え始めた時刻を 0とする。時刻 t[s] (t>0)における A の速さを求めよ。 

 

(3) 力を加え始めてから A が距離 L[m]だけ移動するのにかかる時間を求めよ。 

 

 

問題問題問題問題 4. なめらかな水平面内で、質量 1.0 kgの小物体 A に 0.50 m の伸び縮みしない軽いひもをつ

け、回転数 2.0 Hzで回転させた。必要なら円周率π=3.14で計算せよ。 

(1) Aの運動の周期(一回転するのにかかる時間)を求めよ。 

 

(2) Aの速さを求めよ。 

 

(3) Aの加速度の大きさを求めよ。 

 

(4) ひもが A を引く力の大きさを求めよ。 

 

 

(5) Aにつけたひもが切れた時、A はどのような動きをするか、答えよ。 

 

 

問題問題問題問題 5. 右図のように、なめらかな水平面上に、質

量がそれぞれ mA, mB, mC [kg]の小物体 A,B,Cを軽く

伸び縮みしないひもで連結した。そして A につけ

た軽いひもで水平に大きさ F[N]の力で引いたところ、A,B,Cは一体となって動き出した。 

(1)これらの小物体の加速度の大きさを求めよ。 

 

(2)AB間のひもの張力を求めよ。 

 

(3)BC間のひもの張力を求めよ。 


